
立命館大学 生命科学部
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京阪バス（直行便バス）

「立命館大学行き」
または

立命館大学経由
「松ヶ丘5丁目行き」・
「県立長寿社会福祉

センター行き」

※学休日、土日の運行はしません

ACCESS

ライフ サイエンスの 専 門 知 識 を 実 社 会 で 活 か す。
素材、環境、健康、IT、製薬など、人々の暮らしに関わる分野で多くの卒業生が活躍しています。
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京都駅経由

［2022年度卒業生・大学院修了生 進路・就職先一例］  〈50音順〉

▶  化学、繊維、機械、材料、電気、エネルギー、医薬品、ナノテクノロジーメーカー／大学院進学／公務員  など応用化学科

▶  食品、医薬品、化粧品、繊維、化学メーカー／環境、エネルギー、資源関連産業／大学院進学／公務員  など生物工学科

▶  医療・健康機器、医薬品、情報、エレクトロニクスメーカー／環境、資源関連産業／大学院進学／公務員  など生命情報学科

▶  医薬品、食品、化粧品、医療・健康機器メーカー／大学院進学／公務員  など生命医科学科

◎円グラフの数値は小数点以下第二位を四捨五入により算出。 ◎円グラフには研究科を含む。 ◎進学率={進学者/(就職者＋進学者)}。ただし、進学者には大学院だけでなくその他の進学者を含む。
◎端数処理の関係で100％にならない場合があります。

■応用化学科

（株）カネカ

京セラ（株）

積水化学工業（株）

ダイキン工業（株）

東洋紡（株）

凸版印刷（株）

トヨタ自動車（株）

パナソニック（株）

ライオン（株）

ローム（株）

■生物工学科

小林製薬（株）

東洋紡（株）

トヨタ自動車（株）

日清食品
ホールディングス（株）

日本ハム（株）

ニプロ（株）

ハウス食品（株）

森永製菓（株）

山崎製パン（株）

国家公務員一般職
（農林水産省）

■生命情報学科

エヌ・ティ・ティ・
コミュニケーションズ（株）

キヤノンメディカル
システムズ（株）

テルモ（株）

凸版印刷（株）

日本電気（株）

日本マイクロソフト（株）

富士通（株）

P&Gジャパン（株）

三菱電機（株）

ヤマハ（株）

■生命医科学科

朝日インテック（株）

イーピーエス（株）

キヤノンメディカル
システムズ（株）

シスメックス（株）

住友ファーマ（株）

積水メディカル（株）

パナソニック（株）

丸大食品（株）

森永乳業（株）

国家公務員総合職
（特許庁）

進学率

教員

 0.9%

製造

 61.4%

サービス

29.4%

マスコミ

0.4%

公務員

3.5%

流通・商事

3.1%

金融

1.3%

64.3%

近江鉄道バス

［2022年度卒業生 業種別進路決定状況］

生命科学部ホームページ
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基礎から専門まで、実験・実習カリキュラムが充
実。講義科目と連動させ、「理論」と「実践」の両
方向から理解を深めます。ライフサイエンスの最先
端研究を支える最新の研究設備や、培養実験室、低
温室、放射光施設をはじめとする共同研究施設で、
複数の教員と大学院生によるきめ細かな指導・サ
ポートを受けながら、実験・実習を進めます。

ઐྖҬの֞ࠜΛӽ͑ͨ
૯߹తͳϥΠϑαΠΤϯεڭҭ

近年、異分野間の境界、融合領域が科学技術の発
展において非常に重要になっています。この状況の
もと、生命科学部では所属する学科の専門領域に
加えて、生命科学に関連する幅広い領域の専門科
目も受講できます。さらに、興味・関心に応じ、学
科を越えて卒業研究室を志望することも可能です。

現代化学の理論と技術を駆使して、
現代的課題に原子・分子レベルから
アプローチ。

バイオテクノロジーを通して、
食料、資源・エネルギー、
環境の諸課題に挑む。

バイオ
マテリアル

環境
エネルギー

バイオ
テクノロジー ゲノム

エネルギー変換

ナノテクノロジー
機能材料

生命化学

微生物･植物

環境

食料

資源･エネルギー

生命
医療

化学

iPS細胞

神経科学

生活習慣病

予防健康医学

ビッグデータ

遺伝子治療
植物品種改良

創薬

基礎医学・予防医学の研究により、
人類の福祉に貢献することを目指す。

ゲノム情報を集める生命科学から
ゲノム情報を活かす生命科学へ。
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学Պհ | Department |

私たちは原子・分子から成り立つさまざまな物質に囲
まれて生活しています。化学は物質の構造や性質、反
応を原子・分子レベルで解明すること、さらに新しい
物質や反応を構築していくことを目的としています。ま
た、私たち人間を含めた生物体はタンパク質、核酸、脂
質、糖質といった生体分子から成っており、化学の研究
手法で生体分子とそれに関連する生体反応について
探究することができます。化学は、私たちの生活を豊
かにする材料科学の基盤技術として、また生命の神秘
に迫る生命科学の基盤技術として大きな役割を果たし
ています。応用化学科では、そうした化学について学
び、材料・エネルギー・生命・環境問題など社会の重
点課題に挑みます。

食料、資源・エネルギー、環境分野の諸課題を解決す
るために、化学的素養を備え、環境と生物、生物の多
様性と相互作用、さらには人間社会との関連性を理解
し、生物の持つ力を有効に活用できる人材が必要とさ
れています。生物の有する特性を解き明かすとともに、
それを活かした技術を産業・工学に応用する「バイオ
テクノロジー（生物工学）」を専門的に研究するのが生
物工学科です。本学科では、化学、生物学、微生物学、
植物生理学などの専門知識を養い、生命現象の化学
的基盤を理解します。さらに環境、食糧、バイオエネ
ルギー、医療など、多様な分野にわたる学びと研究を
通じて、安心・安全で持続可能な社会の実現・SDGs
の達成に向けて活躍できる力を培います。

人間は約37兆個の細胞からできており、その細胞一つ
ひとつはさらに膨大な数の原子、分子からできていま
す。生命体は、原子、分子から細胞、組織、生物個体ま
で、ミクロとマクロの世界を機能的に統合した巨大シ
ステムであり、これらが正しく機能するための設計図が
ゲノム情報です。ゲノム情報を活用することで、食糧生
産等のための植物の改良、新薬開発のための治療ター
ゲットの探索などさまざまな応用が可能になります。
生命情報学科では、ゲノム情報を扱う技術の教育を取
り入れ、生命科学分野で活躍できる人材の育成を目指
します。卒業研究では、新薬開発に向けた分子設計な
どの応用にも取り組みます。

私たちは便利で快適な暮らしを送る一方で、健やかに
生きるために多くの問題に直面しています。とりわけ、
地球環境の変化による未知の感染症の発生や、人口の
高齢化にともなう老年病の増加、がんや生活習慣病の
リスクの増大など、私たちの健康に直接関係する問題
への対応が求められています。生命医科学科では基
礎医学・予防医学を重視した医科学教育・研究を展
開。「どのような原因やメカニズムで病気になるのか？」
など、生命と医療の根源的な問いにアプローチし、そ
の成果に基づいて新しい疾病予防法、診断法、治療法
の開発を進めます。さらに、基礎研究の成果を、迅速
に社会生活に役立てることができる医療システムの開
発にも挑戦します。
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卒業後の活躍のフィールド（一例）

化学工業関連

エネルギー関連

材料・繊維

医薬品

電気・機械

卒業後の活躍のフィールド（一例）

卒業後の活躍のフィールド（一例）卒業後の活躍のフィールド（一例）

医薬品

医薬品化学工業関連

IT関連

医療機関環境関連

医療機器

医療機器食品

食品

食品医薬品

エレクトロニクス関連

化粧品農業関連

化粧品
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| հࣨڀݚ Laboratory |

無機触媒化学研究室

担当教員：
稲田 康宏

金属の粒子をナノメートル（10‒9m）程度まで小さくすると、その粒子表面で様々な化学反
応を効率的に進めることができる「触媒」として機能します。多くの有用物質の製造やエネ
ルギー変換、環境汚染物質の分解など、私たちの身近なところで金属触媒は広く使われて
おり、その高性能化を目指した研究開発が盛んに行われています。高い性能の触媒を設計
するには、反応しているまさに「その場」をリアルタイムに観て、金属ナノ粒子がどのように

触媒反応に関与しているかを理解すること
が大切です。私たちは、立命館大学のSRセ
ンターなどにおいて、放射光と呼ばれる強
力な光を駆使した新しい測定技術の開発を
進め、触媒材料が機能を発現するメカニズ
ムの解明に取り組んでいます。

触媒反応中の金属ナノ粒子の状態をリアルタイムに観測するための反応セル

ςʔϚڀݚ ৮ഔͱిのԠΛϦΞϧλΠϜʹػͯ؍のݪཧΛཧղ͠ɺ
ྉ։ൃࡐのੈ࣍

ʦԠ༻Խ学Պʧ

超分子創製化学研究室

担当教員：
前田 大光、羽毛田 洋平 前田 大光

分子と分子の間にさまざまな相互作用がはたらくことによって形成される分子集合体は、
個々の分子には見られない物性や機能性を発現します。そこで、精密に設計された分子集
合体システムからなる生体システムを参考にし（バイオインスパイアードケミストリー）、自
発的な分子集合によって組織化する機能性色素分子や電子・光機能分子、および特定の

化学種（分子やイオン）の「認識」やセンシングが
可能な分子を、有機合成を駆使して創製していま
す。さらに、分子集合体を基盤として外部刺激応
答性ナノスケール組織構造（結晶、ゲル、液晶な
ど）を形成し、電子材料（半導体特性や強誘電性
を示す材料など）に展開するなど、新機能・新概
念の創出をめざした研究を行っています。

荷電π電子系の近接積層に起因した電子・光物性の制御

ςʔϚڀݚ ΛσβΠϯɾ߹ͯ͠ࢠੑΛͭ৭ૉػɾޫࢠి ɺ
͜Ε·Ͱʹͳ͍ࢠΛͭ Δ͘

ʦԠ༻Խ学Պʧ

生命無機反応化学研究室

担当教員：
越山 友美

中学・高校の化学の授業では、様々な化学反応について学び、化学実験では試験管やフラ
スコなどのガラス容器の中で試薬を混ぜ、反応の様子を観察した経験が一度はあると思い
ます。では、ガラス容器ではなく「ナノ～マイクロサイズの非常に小さい容器」を用いて化学
反応を行うと、どうなるでしょうか？（1ナノメートルは100万分の1ミリ）私たちは特に、脂質
膜から形成される“脂質膜フラスコ”をナノ～マイクロサイズの反応容器として用いて様々

な化学反応の制御と機構解明に取り組ん
でいます。化学反応としては、例えば、金
属イオンに配位子が結合した金属錯体が
担う多様な化学反応に注目しており、脂質
膜フラスコ内での金属錯体の反応性につ
いての研究を進めています。

研究で用いている「脂質膜フラスコ」人工膜（左）と生体膜（右）

ςʔϚڀݚ ບϑϥείͰૢΔԽ学Ԡ࣭ࢷ

ʦԠ༻Խ学Պʧ

有機材料化学研究室

担当教員：
花﨑 知則、金子 光佑 花﨑 知則

有機化合物は炭素、水素、酸素など、わずか数種類の元素で構成されていますが、その種類
は無限といっても過言ではありません。本研究室では液晶などの有機材料にさらなる機能
を付与した新しい機能性分子を設計・合成し、得られた化合物の性質を様々な測定装置を
使って評価し、応用の可能性を探っています。たとえば、ある種の液晶に外部電場を印加・

除去するとその粘度が可逆的に変化する現象（電気
粘性効果）に注目し、より大きな効果を示す分子を設
計・合成し、その電気粘性効果について研究していま
す。また、液晶の特性を活用して円偏光という特殊な
光を高効率で発する材料の開発や、精密重合法による
新規な高分子材料の合成とその物性測定などの研究
も行っています。

偏光顕微鏡下の液晶組織

ςʔϚڀݚ ৽نͳػੑ༗ࡐػྉΛઃܭɾ߹͠ɺͦ のԠ༻のՄੑΛ୳Δ

ʦԠ༻Խ学Պʧ

無機電気化学研究室

担当教員：
折笠 有基、鐘 承超

電気化学デバイスは、電気エネルギーと化学エネルギーを相互変換するデバイスであり、ス
マートフォンやノートパソコン用の電池から、水の電気分解やセンサーまで、私たちにとって
意識はしていないものの非常に身近なデバイスであります。近年の深刻化したエネルギー
問題、環境問題への解決策として、電池を大型化して自動車用電源に利用する、もしくは再

生可能エネルギーを水素エネルギーとして貯
め込む応用が進められています。私たちのグ
ループでは、電池・電気分解を取り扱っている
学問領域である、電気化学、無機化学をベース
に、反応を解析する放射光科学を融合させ、次
世代高性能エネルギー変換デバイスの材料設
計を行っています。

エネルギーの有効利用に必要な電気化学デバイス（化学がその発展に大きな寄与する）

ςʔϚڀݚ ͳਫૉΤωϧޮߴʗܭྉઃࡐのి࣍ण໋ͳೋߴશɾ҆ߴ
ΪʔมのԽ学Ԡղੳʗੈ࣍ిの։ൃ

ʦԠ༻Խ学Պʧ

折笠 有基

生体物理化学研究室

担当教員：
加藤 稔、中尾 俊樹 加藤 稔

生命現象を究極の顕微鏡でのぞくと、そこは生体分子が繰り広げるミクロのドラマです。ド
ラマの主役であるタンパク質・核酸はそれぞれ特有の高次構造を形成し生理機能を発揮し
ます。遺伝や環境因子によりタンパク質の高次構造に異常をきたすと、遺伝性疾患のみな
らず、がんやアルツハイマー病などの難治性疾患の原因となります。このようなタンパク質

の異常構造形成の分子機構は未解明の課題です。
その解明には、「様々な環境下での分子構造解析」
が不可欠です。私たちは自ら開発した構造計測法
（超高圧分光測定など）と理論的方法を用いた構
造解析から、生体分子の正常構造・異常構造の形
成機構の解明に挑んでいます。（紹介できなかった
高圧力科学はホームページで紹介しています。）

顕微レーザーラマン分光装置の試料室。形状・状態問わず微量サンプルの分析が可能。

ςʔϚڀݚ 生ମࢠのཱମߏܗ͓ߏػΑͼ
ߴѹྗԼのߏࢠʹؔ͢Δޫڀݚ

ʦԠ༻Խ学Պʧ

生物機能分析化学研究室

担当教員：
髙木 一好

この時代に生きる我々が抱える問題は多く、エネルギーや地球環境といった分野に関して
も非常に大きな課題に取り組まなければなりません。今後、様々な分野・視点からの議論

が必要ですが、その中で、化学反応を深く理解して利用すること
は不可欠です。
化学反応をコントロールするためには触媒が必須です。生物は、
細胞の中で酵素と呼ばれるタンパク質でできた触媒を利用し
て、エネルギー獲得や物質変換を行っています。我々の研究室
では、細胞内での酸化還元反応の触媒として作用する酵素につ
いて理解を深め、その上で、これらをエネルギー変換反応系とし
て利用したり、あるいは、特定の物質の高感度な定量に利用す
ることを検討しています。

キノヘモプテインーアミンデヒドロゲナーゼ  γサブユニットの構造

ςʔϚڀݚ ߬ૉ͕৮ഔͱͯ͠ Δɺ生ʹ͓͚Δ͢༺࡞
ʢϨυοΫεʣԠʹ͍ͭͯཧղΛਂΊΔݩԽؐࢎ

ʦԠ༻Խ学Պʧ

錯体機能化学研究室

担当教員：
桑田 繁樹

窒素ガスや二酸化炭素など、大気中に豊富に存在する小分子の有効活用は重要な課題で
す。例えば窒素分子はハーバー・ボッシュ法によってアンモニアへと還元されますが、その
際には数百℃、数百気圧という激しい反応条件を必要とします。その一方で自然界では生

物学的窒素固定や光合成によってアンモニアや炭水化物
が温和な条件で合成されています。このような高効率な
反応を司る酵素の活性中心が、金属イオンと、それを取り
囲むペプチド残基や補因子から構成される点に注目し、
私たちは金属と有機配位子の組み合わせからなる金属
錯体モデル化合物を用いて酵素反応のメカニズムに迫り
ます。さらに、そのエッセンスを取り入れることによって、
酵素を超える人工錯体触媒の開発に挑んでいます。

空気中の窒素分子を中心に取り込んだ金属錯体の分子構造

ςʔϚڀݚ ৽͍ۚ͠ଐࡨମΛઃ͠ܭɺૉɺೋࢎԽૉͳͲの
ෆੑ׆খࢠのมʹԠ༻͢Δ

ʦԠ༻Խ学Պʧ

生物有機化学研究室

担当教員：
民秋 均、松川 裕太 民秋 均

人工光合成で、エネルギー問題と環境問題を解決
しよう。石油などの化石燃料に代わる再生可能な
エネルギー源が、これからの社会にとって必要で
す。そこで、天然の光合成を分子レベルで理解・
模倣して、太陽からの光エネルギーを化学エネル
ギーに変換する「人工光合成」システムを作りあげ
ようと、化学的な手法を駆使して研究を進めてい
ます（左図参照）。人工光合成は、大気中の二酸
化炭素濃度を増やさず・有害廃棄物も出さないの
で、地球環境にやさしい！

クロロフィル分子（右上の構造式）が太陽光を吸って、H₂Oと
CO₂をH₂やCH₄やCH₃OHなどへ人工的に変換する。

ςʔϚڀݚ 生ମͰのԠΛࢠϨϕϧͰ໌Β͔ʹͯ͠ ɺ
ͦのϞσϧܥΛߏங͢Δ

ʦԠ༻Խ学Պʧ

光機能物理化学研究室

担当教員：
小林 洋一、永井 邑樹

地球に降り注ぐ膨大な太陽光エネルギーを効率的に活用できる材料の開発は、化石燃料
によるエネルギー消費社会から脱却し、持続可能で豊かな社会を実現する上で重要な課題

です。私たちの研究室は、光エネルギーを使っ
て機能を発現する“光機能性材料”について
研究しており、特に光を照射することによって
物質の色が繰り返し変化する「フォトクロミズ
ム」という現象に興味を持って研究を行ってい
ます。日々の研究を通じて、従来の材料特性
をさらに引き出すとともに、光エネルギーを最
大限活用できる新しい機能性材料や計測技
術を開発していきたいと考えています。

光で色や発光が変化する機能性材料

ςʔϚڀݚ ʮޫʯͱʮφϊςΫϊϩδʔʯΛΩʔϫʔυʹɺ༗ػࢠɺແࡐػྉ
Θ༷ͣʑͳࡐྉの৽͍͠ػΛ։͢Δڀݚ

ʦԠ༻Խ学Պʧ

小林 洋一

高分子材料化学研究室

担当教員：
堤 治、松本 浩輔

当研究室では、未知の機能や未到の性能をもつ未来材料を創製しています。有機化合物
は、分子構造を適切にデザインすることで、分子にいろいろな機能を付与することができま
す。しかしながら、分子構造のデザインだけで高性能材料を得ることは困難であり、分子
構造に加えて、分子の集合状態（分子の配置の仕方や並び方）も適切に制御する必要があ

ります。そこで私たちは、集合状態をナノメーター
（10‒9m）という微小領域で1分子ずつ精密に制御
する技術も開発しています。これまでに、「力を可
視化できるゴム」、「一種類の化合物だけで白色発
光を示すプラスチック」、「極めて高性能な発光体」
などの開発に成功し、新聞やテレビで取り上げられ
るなど社会的にも注目を集めています。

力を加えて引き延ばすと色が変化するゴムフィルム。「力」を「色の変化」として可視化することに成功した。

ςʔϚڀݚ φϊςΫϊϩδʔΛ͠ۦ ʮͨࢠσβΠϯʯͱ
ʮूࢠ߹ঢ়ଶ੍ޚʯʹ ΑΔະདྷのߴࡐࢠྉの

ʦԠ༻Խ学Պʧ

堤 治

レーザー光化学研究室

担当教員：
長澤 裕、小島 理沙

フェムト秒超短パルスレーザーを利用して光化学反応がどのように起こるか研究している。化
学反応の前後では分子の構造が変化するので、この際、分子や分子中の原子核がどのように
動くか、パルスレーザーを使って観察するのが研究のメインテーマです。分子や原子は非常
に小さいため超高速で動き、分子構造の変化はフェムト秒（10‒15秒）やピコ秒（10‒12秒）とい

う超短時間領域で起こります。そのため、フェムト秒超短
パルスレーザーという特殊な装置を使用した観測が必要と
なります。植物が行う光合成も複雑な光化学反応であり、
火力発電や原子力発電と異なり、環境負荷の小さいエネル
ギー変換法です。人工光合成の研究が進めば、将来的に
は太陽電池とならぶエネルギー源になるかもしれません。

分子運動を観測し、光合成などの光化学反応メカニズム解明のために使用される
フェムト秒超短パルスレーザーシステム。

ςʔϚڀݚ ϑΣϜτඵύϧεϨʔβʔʹΑΓɺৼಈɾճసɾ֦ࢄの
ࢠӡಈΛ؍ଌ͠ɺޫ Խ学Ԡ͕ͲのΑ͏ʹ͜ىΔ͔ͯ͠ڀݚ ͍Δɻ

ʦԠ༻Խ学Պʧ

長澤 裕
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生体分子化学2研究室

担当教員：
菊間 隆志

麹菌は我が国において1000年以上も昔から酒、味噌、醤油などの醸造に利用されており、
日本の発酵・醸造産業、ひいては日本の食文化おいて欠かすことのできない微生物である
ため、日本の「国菌」とよばれています。これは、麹菌が大量の酵素を細胞外に分泌する能
力もっているからです。しかしなぜ麹菌がこのような高い分泌能力をもっているかよくわ
かっていません。また麹菌では、ノーベル賞でも話題となった細胞内分解機構である「オー
トファジー」が、非常にユニークな生理機能を担うことがわかってきました。私たちは、麹菌

の分泌能力とオートファジーとの関連に着目し、麹菌
におけるオートファジーの分子機構を明らかにしよう
としています。そして、高い分泌能力をもった優れた
麹菌を開発し、麹菌の力で我々の生活をより豊かにす
ることを目指しています。

寒天培地上に生育した麹菌（左）と核をオートファジーで分解する様子（右）

ςʔϚڀݚ ຊのەࠃʮە߿ʯʹ ͓͚ΔΦʔτϑΝδʔのṖʹͤ·Δ

ʦ生学Պʧ

植物分子生物学研究室

担当教員：
笠原 賢洋、古谷 朋之、山本 千愛

植物は光を、光合成に必要なエネルギーとしてだけでなく、環境変化を知るための情報とし
ても利用しています。一年かけて起こる季節変化や、一日の昼夜変化、太陽からの光が一
時的に遮られて日陰ができるような短時間の変化を、植物は光を情報源にして知り、環境変

化に的確に対応して生活しています。これら
のことは、植物が“見て”いるということを意
味します。ヒトは目に光センサーがあります
が、植物は葉や茎など全身に光センサーがあ
り、見ています。植物の光センサーの働きや、
光などの情報が細胞内でどのように伝わって
植物細胞が反応するのかを解明することを
目指し、研究を行っています。

ヒメツリガネゴケ胞子体

ςʔϚڀݚ ২ɾඍ生のޫʹର͢Δࡉ๔ɾ生Ԡɺ͓ Αͼ২の
D".1γάφϧܥのߏػࢠʹؔ͢Δڀݚ

ʦ生学Պʧ

笠原 賢洋

バイオエネルギー研究室

担当教員：
石水 毅、家門 絵理

植物は、どの生物種よりも糖鎖を多く作り出しています。光合成により作られた糖が連なっ
てデンプンとしてエネルギーを貯蔵したり、細胞壁のセルロースやペクチンを作って成長し
たり、フラボノイド配糖体など特化代謝産物を作って動けない植物がストレスに対応したり
しています。これらの植物糖鎖は食料資源やエネルギー資源として利用されています。植
物糖鎖の研究は植物資源の効率的生産や機能性食品の開発に活かされます。

私たちの研究室では、植物糖鎖に作用する酵
素を発見・解析し、細胞壁多糖やフラボノイド
配糖体の生合成・分解の仕組みを明らかにし
たり、それらの生理機能の関わりを明らかにし
たり、ストレス応答の分子機構を調べたりして
います。

セロリやパセリで作られるフラボノイド配糖体アピイン

ςʔϚڀݚ ২࡞ʹ༻͢Δ߬ૉΛൃݟɾղੳ͠ɺ
২Խ߹の生߹ɾղɾׂΛղ͖໌͔͢

ʦ生学Պʧ

石水 毅

生物機能工学研究室

担当教員：
久保 幹、TRAN QUOC THINH

環境中には、多くの微生物種が数えきれないほど棲息しており、地球上の物質循環に深く
関わっています。我々の研究室では、微生物の機能を理解し、そしてそれらの機能をいかん

なく発揮できる環境を創造する研究を展開しています。一つ
は土壌環境です。最適な土壌環境を創ることにより、安全で
安心できる農産物の提供が可能となります。独自にSOFIX
（土壌肥沃度指標）技術を開発しました。二つ目は水圏環境
です。微生物が気持ちよく生息できる底土を創れば、水が見
違えるほど透明感を増します。将来、琵琶湖の環境改善に
貢献していきたいと考えています。三つ目はエネルギーです。
バイオマス資源と特殊微生物からバイオエタノールを作る、
エネルギーの研究開発にも取り組んでおります。

実験農場での土壌サンプリング。片手程度の土壌で農地の健康診断が可能です。

ςʔϚڀݚ վڥݍɺਫބの生ʗඐഀڥΔ͢ڙΛఏ࢈࣭ߴ
ળٕज़の։ൃʗඍ生Λ༻͍ͨόΠΦϚεΤωϧΪʔのڀݚ։ൃ

ʦ生学Պʧ

久保 幹

生体分子化学1研究室

担当教員：
武田 陽一

細胞小器官の一つである小胞体はタンパク質の製造工場として重要な役割を果たしていま
す。小胞体では、タンパク質を正しく折りたたむ、正しく折りたたまれたタンパク質を輸送
する、正しく折りたたまれなかったタンパク質を折りたたみなおす、修正不可能な不良タン
パク質を分解して捨てるなどが行われており、これらの機能が破たんすると様々な病気を引
き起こします。この一連のプロセスでは糖鎖（文字通り「糖」が「鎖」のようにつながったも

の）や糖鎖を認識するタンパク質が深く関与す
ることが知られています。私たちは有機化学的
な手法や微生物学的な手法を用いてこの一連の
プロセスを詳細に解析し、細胞がどのようにして
正しく折りたたまれたタンパク質を作り続けて
いるか理解したいと思っています。

小胞体における糖タンパク質の処理と品質管理の概要

ςʔϚڀݚ খ๔ମʹ͓͚Δػのղ໌

ʦ生学Պʧ

食料バイオテクノロジー研究室

担当教員：
竹田 篤史、元村 一基

植物も病気になります。病気による農作物の減収を減らす事は非常に重要です。本研究室
では、バイオテクノロジーの力でウイルス病に強い農作物を作出することを目指しています。
基礎的な研究として、植物ウイルスの感染機構の解析や植物の免疫機構に関する研究を
行っています。ゲノム編集を利用して、ウイルス増殖に必要な宿主因子やウイルス抵抗性に
関与する遺伝子の機能を解析しています。また、植物がどうやって種子を作るのかについ

ても研究を進めています。花粉管が卵細胞まで迷わず辿り
着く機構について、高精細な顕微鏡を用いたイメージング解
析を行っています。応用的な研究として、CRISPR ／Cas9を
利用した遺伝子スクリーニング系の構築、ゲノム編集による
病害抵抗性植物の作出、植物と植物ウイルスを用いた高効率
な物質生産系の確立などを試みています。

主に実験に用いているモデル植物のN. benthamiana

ςʔϚڀݚ ২ͱපݪମのͤΊ͗߹͍ɺ২のछܗࢠաఔΛ
ࢠϨϕϧͰ໌Β͔ʹ͠ɺ ප͍ڧʹؾछの࡞ग़Λͯ͠ࢦ ͍·͢ɻ

ʦ生学Պʧ

竹田 篤史

応用分子微生物学研究室

担当教員：
三原 久明、青野 陸、越智 杏奈

「バイオテクノロジー」という言葉が生まれる遥か昔から、人類は微生物それ自体と微生物
が生産する酵素を利用してきました。微生物は小さくて肉眼では見えないけれど、その無
限とも言える優れた能力は、環境・食糧問題の解決、化学工業や医療など幅広い分野に活
用することができます。本研究室では、生化学、微生物学、分子生物学、遺伝学の手法を総

合的に駆使して、微生物の驚くほど多彩で興味深い
新たな分子メカニズムの解明とそれらの応用を目指
した研究を行っています。十人十色という言葉があ
りますが、これと同じように、微生物や酵素もそれ
ぞれに強烈な個性があり、それらの特長をどのよう
に見出だし、社会にどう役立てるかが研究の醍醐
味です。

無酸素環境下で金属を使って呼吸を行うGeobacter属細菌の原子間力顕微鏡像

ςʔϚڀݚ ඍ生のଟ༷ͳँܦ࿏ͱ߬ૉのػΛղ໌͠ɺ
༷ʑͳのԠ༻Λ͢ࢦ

ʦ生学Պʧ

三原 久明

酵素工学研究室

担当教員：
若山 守、豊竹 洋佑、松井 大亮

酵素工学研究室は、生命体のもつ機能、主に微生物の機能を食料、環境、資源・エネルギー
分野に応用することを主眼としています。微生物機能として、代謝の担い手である酵素の触
媒機能に着目し、酵素による有用化合物の生産を目指した有用酵素生産微生物の探索、酵

素の高生産系の構築、酵素の構造と機能、酵素の高機能化改
変など、酵素利用による有用物質生産に至る基礎から応用研
究までの酵素に関する一貫した研究を展開しています。また、
微生物の機能を丸ごと利用する発酵による有用物質の生産
技術の開発、さらには発酵プロセスならびに発酵に関わる微
生物の特性を分子レベルで理解し、遺伝学、分子生物学、生
化学的手法により、発酵プロセスを制御する研究にも取組ん
でいます。

牛乳を主原料とする発酵調味液（酪醤とラクトー酢）

ςʔϚڀݚ ߬ૉ͓Αͼൃ߬Λར༻ͨ͠༗༻࣭生࢈๏の։ൃ͓Αͼ
ൃ߬ʹؔΘΔඍ生のಛੑղੳ

ʦ生学Պʧ

若山 守

情報生物学研究室

担当教員：
伊藤 將弘、久保田 幸彦

ゲノムサイエンス分野の究極目標は「生命システムの再構築」です。多くの生物でゲノム配
列の解析が完了しています。すなわち、役者である遺伝子の数と種類が解明されました。
次の問題としては、役者である個々の遺伝子がいつどこで働くかに加え、どのような役割を
演じているかを解明することです。私たちは、ゲノム科学・計算機科学・実験生物学を駆使

して、「体づくりの仕組み」「生殖細胞の形成」「糖
脂質の代謝」に着目し、役者同士がどのように協調
的に演じることで各シーンがなりたつか解明を進め
ています。このように、生命システムを支える新たな
シーンの理解・再構築をめざし、計算機科学と実験
科学の境界領域の研究をすすめ、新たな分野を開拓
するという醍醐味があります。

線虫C. elegansの細胞核におけるGFPでラベルしたPAF1複合体の局在

ςʔϚڀݚ ήϊϜใ͔Β生໋γεςϜΛཧղ͢Δ

ʦ生໋ใ学Պʧ

伊藤 將弘

脳回路情報学研究室

担当教員：
木津川 尚史、塩谷 和基

調子よく歌いながら手拍子をしたら、気持ちよくリズムに乗れますね。このとき、私たちの
頭の中では大小のリズムがうまく組み合わされているのです。私たちの脳は、こんなリズム
協調を簡単にやってのけています。脳の中には様々なリズムがあり、その組み合わせが脳の
情報処理において重要な機能を果たしています。脳のリズムがどのように組み合わせられ

情報処理を行っているのか、行動しているマウスから神経活
動を記録して研究を進めています。脳にはまだ多くの謎が残
されています。匂いなどの感覚情報は脳内でどのような形を
とっているのでしょう? それはどのようにして記憶となり、感
情を引き起こしたりするのでしょうか? 私たちは、マウス行動
実験と神経活動記録、人工ニューラルネットワークモデルの
構築を通して、このような脳の謎の暗号解読に臨んでいます。

手拍子しながら歌を歌えば。脳はリズムの組合せが得意です。

ςʔϚڀݚ ӡಈのϦζϜͱのϦζϜɿϦζϜ͔ΒಡΈղ͘ਆܦใॲཧ

ʦ生໋ใ学Պʧ

木津川 尚史

組織機能解析学研究室

担当教員：
天野 晃、姫野 友紀子

生命現象に関する発見は急速に増加していますが、細胞内の個々の要素がどのように関係
して組織、臓器や個体の機能を実現しているかは未知の部分が多く、今後ライフサイエンス
分野の研究の大きな柱になると考えられています。本研究室では、生体内の様々な要素を

組み合わせてより規模の大きな機能のシミュレーション
モデルを構築することで、組織や臓器の機能がどのように
実現されているかを研究しています。本研究室の研究で
は、特に実用的に応用できる研究を目標にしており、医療
現場で、医師が経験に基づいた診療を行う際に疑問に思
うこと、判断に迷う状況などについて、シミュレーションモ
デルを使った解析を行うことで、経験則に理由を付けられ
るようなテーマを目指しています。

詳細なイオン輸送機構や収縮タンパクのモデルを統合した心室筋細胞を多数統合した左心室拍動モデル

ςʔϚڀݚ ͯͬ๔ϞσϧΛࡉϞσϧԽͨ͠ʹࡉΈΛৄ๔のࡉ
৫ଁثのػΛͦ͠ݱ࠶のϝΧχζϜΛղ໌͢Δ

ʦ生໋ใ学Պʧ

天野 晃

構造生命科学研究室

担当教員：
松村 浩由、上原 了

二酸化炭素は植物による光合成によって吸収されますが、光合成を人為的に改良できれば
大気中の二酸化炭素を低減できるため、地球温暖化問題の解決に貢献できます。私達は「イ
ネなどの植物が光合成によって二酸化炭素を吸収する仕組み」を0.1ナノメートルで見て調

べることで、「光合成の改良」を行っています（図）。また、
創薬研究も行っています。例えば、感染症原因菌が増え
るときに働くタンパク質の形と動きを細かく調べると、そ
のタンパク質にくっつく化合物が設計できます。その化合
物はくっつくことでタンパク質の働きを弱めるため、感染
症原因菌の増殖を抑える「薬」となるのです。このように
新しい薬の開発を、他大学（米国など）・企業・研究所と
も共同して進めています。

CO₂固定酵素Rubiscoを改良し光合成の改良に成功した

ςʔϚڀݚ ���φϊϝʔτϧͰ২ەࡉΛΈͯɺվྑͨ߬͠ૉɾλϯύΫ ɾ࣭
ༀΛ࡞Δ͜ͱͰɺڥٿのվળͱༀΛͯ͠ࢦ ͍·͢ɻ

ʦ生学Պʧ

松村 浩由
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| հࣨڀݚ Laboratory |

生体分子ネットワーク研究室

担当教員：
寺内 一姫、尾上 靖宏

地球上にすむほとんどすべての生物は、24時間周期の昼夜の環境変化に合わせて生活し
ています。細胞内に体内時計（概日時計、生物時計）があり、遺伝子発現や生理反応に約
24時間の振動、概日リズムがみられます。私たちは、生命が地球の自転周期を細胞内に記

憶している仕組みを解き明かそうとしています。
光合成微生物であるシアノバクテリアの時計タ
ンパク質3つからなる精緻な時計をモデルにし
てその分子機構解明を目指しています。また、
南極から温泉にまで生息しているシアノバクテリ
アの秀でた環境適応力の仕組みを、ゲノム解析
や遺伝子発現解析によって明らかにしようとし
ています。

時計タンパク質KaiC の立体構造（PDB ID：3DVL）

ςʔϚڀݚ ޫ߹生のڥదԠͱମܭ࣌のߏػࢠղੳ

ʦ生໋ใ学Պʧ

寺内 一姫

計算構造生物学研究室

担当教員：
高橋 卓也、肥喜里 志門

生体は組織、細胞、細胞内小器官などから構成され、生命現象とは、それら生体組織を構成
する膨大な生体高分子の多様な働きを通して実現されている。生体内の酵素のような分子
が特異的な立体構造を取ることによって複雑な生体反応を制御している。研究室では、そ
の生体分子の立体構造形成の解明、そして立体構造情報から、いかにして機能が発現され

るかを解明している。実験データに基づいた物理化
学的理論の構築、データベース解析などの情報論的
手法や、各種分子シミュレーション、エネルギー計算
技術など、様々な手法を駆使している。具体的には、
生体分子周囲の水のダイナミクスから、その役割を解
明したり、人工知能AI技術を活用して創薬の基盤技
術の開発に挑戦している。

αヘリックスをもつ小さいタンパク質TrpCageの水和構造の例　左下はラボQRコード

ςʔϚڀݚ 生໋ߏใͱػใΛ݁ͼ͚ͭɺະདྷのࣾձʹ׆༻͢Δ

ʦ生໋ใ学Պʧ

高橋 卓也

冨樫 祐一

生物計算研究室

担当教員：
冨樫 祐一、多羅間 ゾンヤ

生きものやその集団が情報を処理する仕組みを、コンピュータの中で再現して理解しようと
しています。まわりの環境の情報を得て、何らかの判断をし、それに従って動く、といった振
舞いは単細胞生物にもみられます。それはつまりコンピュータ（計算機）を積んだロボット
と一緒で、何らかの「計算」をしているはずです。その中ではたらく分子レベルの「機械」か

ら、生物集団の振舞いまでを研究対象にしてい
ます。こう言うとあまりに漠然としていますが、
たとえば化学反応（分子の集団）と生態系（個
体の集団）が同じ数式で表されたりするのが、数
理的・理論的な研究の面白いところです。多数
決でなく少数（の分子・細胞・個体）こそが大
切な場合にも興味を持っています。

数理モデルの例：形を変えながら動く「機械」たち

ςʔϚڀݚ ใॲཧػցͱͯ͠ の生ΛཧϞσϧΛ༻͍ͯཧղ͢Δ

ʦ生໋ใ学Պʧ

医療政策・管理学研究室

担当教員：
森脇 健介、兼安 貴子

医療技術（医薬品・医療機器など）の臨床現場における評価指標としては「有効性」と「安
全性」が大事である。本研究室は、それらのエビデンス（科学的証拠）を産みだすための科
学的かつ倫理的な臨床試験の実施やサポート体制を確立する研究を行っている。さらに
近年は、どの先進諸国でも経済の低迷と、少子高齢化と医療技術の進歩による医療用製品

の価格の上昇に苦しんでいるが、優れた医療技術
を社会的価値の観点から評価し、真に必要としてい
る人々に供給できるシステムの開発が急務である。
本研究室では、医療経済評価や倫理学・哲学の専
門家と共同研究を行い、効率的かつ公平な医療供
給を実現するシステムの開発を行っている。この分
野ではわが国の代表的な役割を担っている。

医療の社会的価値の評価と政策応用には、効率性と公平性のバランスと、様々な領域の知の結集が求められる。

ςʔϚڀݚ ҩྍٕज़のࣾձతՁのධՁͱࡦԠ༻
ʕ༏Εͨҩྍٕज़Λޮత͔ͭެฏʹڅڙͰ͖ΔγεςϜの։ൃ

ʦ生໋ҩՊ学Պʧ

森脇 健介

タンパク質修飾生物学研究室

担当教員：
白壁 恭子、梶田 美穂子

生物を構成する有機化合物にはDNA、RNA、タンパク質、糖質、脂質と様々ありますが、中
でも生命現象を生み出す原動力となるのはタンパク質です。タンパク質には修飾を受ける
ことで性質が大きく変化するという、他の化合物にはない特徴があるからです。タンパク質
が受ける修飾の中でも私たちは、細胞の表面に埋め込まれたタンパク質が状況に応じて切

り取られるシェディングという修飾に注目していま
す。シェディングは細胞同士のコミュニケーショ
ンを根幹から支えるタンパク質修飾であり、その
異常はがん・アルツハイマー・生活習慣病といっ
た様々な病気の原因になることがわかっています。
シェディングの研究を通じてこれらの病気の治療
方法を提供できればと考えています。

シェディングの模式図。根元から切り取られたタンパク質は離れた細胞に情報を伝えることができる。

ςʔϚڀݚ Ԡͯ͡ΓऔΒΕΔʹگΕͨλϯύΫ࣭͕ঢ়·ࠐ๔のද໘ʹຒΊࡉ
ʮγΣσΟϯάʯͱ͍͏म০͕ߏػ生ମͰՌͨͯ͠ ͍Δׂ

ʦ生໋ҩՊ学Պʧ

白壁 恭子

薬理学研究室

担当教員：
田中 秀和、澤野 俊憲

私たちの行動や精神活動は、脳神経回路に負うと考えられます。身体が形作られる過程で
生じた神経細胞（ニューロン）が長い神経突起をのばし、その先で出会った突起同士が鍵
と鍵穴の関係で接着すること（シナプス結合）で、神経回路が編み上げられます。このよう
にDNAの設計図に沿って精緻に構築された神経回路は、いったん成立したあとでも、この

過程の一部をくりかえすことで、シナプス結合の強化や
つなぎかえを起こします。脳を構成するもうひとつの細
胞グリアもまた、多様な変化を起こします。このような
メカニズムが記憶や学習、脳梗塞後のリハビリによる機
能回復といった、脳の豊かな適応力の基盤と考えられま
す。我々は、これらの過程に関与する分子メカニズムを
ニューロンとグリア細胞の両面から探求しています。

神経細胞の突起上に出来た多数のシナプス結合に局在する接着分子Nカドヘリン。シナプス結合が点状に見える

ςʔϚڀݚ ਆܦճ࿏のߏஙͱϦϞσϦϯάͱපଶ

ʦ生໋ҩՊ学Պʧ

田中 秀和

植物分子生理学研究室

担当教員：
深尾 陽一朗

根付いた土地から移動できない植物は様々な環境ストレスを受けながら生育しています。
植物は多くの栄養を根から吸収するため、土壌の栄養不足は作物の減収につながります。
当研究室では、世界の耕作地面積の約50%で不足している亜鉛に着目し、植物の亜鉛恒常

性維持機構を解明しています。近年、タンパク質よりも小さ
い分子であるペプチドが、植物の亜鉛欠乏耐性に関与する
ことが解明されつつあります。また接ぎ木は一般的に同じ
科の植物同士で行いますが、タバコ属植物は異なる科の植
物とも接ぎ木できるため、その分子機構の解明と農業利用
を目指しています。さらにバイオ炭を用いた作物栽培試験
や土壌微生物叢の解析も行っており、基礎から応用まで幅
広い分野を対象に研究しています。

シロイヌナズナゲノムに存在するDEFLペプチドの系統樹解析

ςʔϚڀݚ ২のڥετϨεੑߏػのղ໌ͱۀのԠ༻

ʦ生໋ใ学Պʧ

幹細胞・再生医学研究室

担当教員：
川村 晃久、原田 恭弘

我々の体は、約250種・40~60兆個の細胞から形造られていますが、発生の過程で1個の受
精卵が増殖しながらその性質を変化させ（=分化）出来上がったものです。一方で、たった
数個の遺伝子をはたらかせることで、我々の体の細胞はリプログラミング（=初期化）され、
人工的な万能細胞（=iPS細胞）が作られます。また、自分自身の体から手に入れたiPS細胞
に、ゲノム編集という技術を応用すると、その遺伝情報まで自在に書き換えることも出来るよ
うになりました。このような目覚ましい技術の進歩に対して、その原理を理解し適切な使い

道を考えるときがやってきています。私たち
の研究室は、初期化や発生・分化という現
象の本質を学問的に解明することで安全な
医療への応用を目指し、再生医療の一日も
早い実現に向け、日夜努力を続けています。

iPS細胞（写真左）から分化誘導により作られた心筋細胞（写真右）

ςʔϚڀݚ ମࡉ๔ॳظԽ͓Αͼࡉװ๔Խのߏػࢠͱ
ͦの࠶生ҩ学のԠ༻

ʦ生໋ҩՊ学Պʧ

川村 晃久

医化学研究室

担当教員：
西澤 幹雄、白子 紗希

最近、細胞内にはアンチセンス転写物（asRNA）など、タンパク質をコードしないRNAが多
く存在していることが発見されました。asRNAは、細菌やウイルスを殺す一酸化窒素（NO）
を作っている誘導型一酸化窒素合成酵素（iNOS）の遺伝子からも作られています。私たち

はiNOS asRNAが iNOSメッセンジャー RNAを
安定化して、iNOS遺伝子の発現を調節することを
見つけました。また生薬の成分がiNOS asRNA
の発現を減らして、iNOSメッセンジャー RNA量
を減少させることもわかってきました。NOは過剰
になると敗血症性ショックの原因となります。そこ
で生薬の作用を調べて、iNOS asRNAを働かなく
してNO合成を抑えようとしています。

生薬を精製する途中のサンプルを囲む大学院生たち

ςʔϚڀݚ 生ༀのͨΒ͖ͱΞϯνηϯε3/"Ͱ
֎ఢ͔ΒମΛकΔ͘͠ΈΛ୳Δ

ʦ生໋ҩՊ学Պʧ

西澤 幹雄

プロテオミクス研究室

担当教員：
早野 俊哉、萬年 太郎

ヒトゲノム情報の解読が終了し、生命科学における研究対象がタンパク質へと大きくシフト
しています。これは、細胞機能の直接の担い手であるタンパク質の働きを、ゲノム情報から

正確に予測することが現在のところ困難であるためです。
私たち人間の社会生活と同様に、個々のタンパク質は、細
胞という社会の中で他の数多くのタンパク質と複雑なネッ
トワークを形成してそれぞれの役割を果たしています。こ
れらのタンパク質間ネットワークを網羅的に解析する研究
分野がプロテオミクスです。プロテオミクス研究により得
られる膨大な情報の中から「お宝」を探し当てることで、が
んをはじめとする様々な病気の発症機構の解明や新しい
診断・治療方法の開発が進むことが期待されています。

がんの原因タンパク質の細胞内におけるタンパク質間ネットワーク

ςʔϚڀݚ λϯύΫ࣭ؒωοτϫʔΫղੳʹΑͬͯපؾのൃߏػΛ
໌Β͔ʹ͢Δ

ʦ生໋ҩՊ学Պʧ

早野 俊哉

病態生理代謝学研究室

担当教員：
向 英里、毛利 晋輔

世の中が豊かになった今日、栄養過多や交通の発達による運動不足などの環境要因により
起こる生活習慣病が年々増加の一途をたどっており、なかでも糖尿病はその患者数が爆発
的に増えており、世界レベルで考えなければならない問題となっています。糖尿病は血糖

値が慢性的に高い疾患で、放置しておくとさまざまな
合併症を引き起こし、QOLの低下や最終的には死に
至ります。糖尿病は単一の原因でなることはごく稀で
あり、さまざまな要因の相乗効果の結果、発症するとい
う特徴をもつゆえ、完全な治療法がまだ存在しない複
雑な疾患です。糖尿病がどのように発症するのか、ま
たどのような治療あるいは予防がより効果的であるの
か、をあらゆる角度から総合的に探求しています。

糖尿病の発症機構

ςʔϚڀݚ පのපଶͱൃのղ໌͓Αͼͦのྍ࣏ͱ༧ʹڀݚ͚ͨ

ʦ生໋ҩՊ学Պʧ

向 英里

植物生体膜機能研究室

担当教員：
長野 稔

植物は病原体の感染や生育環境の変化など、様々なストレスを受けています。細胞を取り
囲む細胞膜は、外部からの刺激や変化を感知し、細胞内へシグナルを伝達します。細胞膜

には、ナノドメインと呼ばれる微小な脂質・タンパク質集積ユ
ニットが点在しています。ナノドメインは外部からの刺激に
応じてその動態を変化させ、ナノドメイン上のタンパク質の活
性を制御することが明らかになってきました。また、細胞小
器官（オルガネラ）を取り囲む膜も、植物がストレスを受けた
際のオルガネラ機能の発揮に重要であることがわかっていま
す。当研究室では、これら生体膜の植物における機能や役割
を解明することにより、植物の環境ストレス耐性の理解を目
指しています。

ςʔϚڀݚ ২のڥετϨεੑʹ͓͚Δ生ମບのػͱׂのղ໌

ʦ生໋ใ学Պʧ

細胞膜上に点在するナノドメインのモデル図と（上）、実際にGFPでイメージングしたナノドメイン（下）

1110



立命館大学生命科学部・薬学部では、学問領域のグローバル化に呼応するかたちで従来型の大学
英語教育のパラダイムを超えた手法を導入しています。それが「プロジェクト発信型英語プログラム」
（PEP）です。PEPでは、学生は自分自身の興味・関心に基づいて独自のプロジェクトを立ち上げ、そ
の成果をアカデミックフォーマットに則した英語で発信することが求められます。また、ICT（情報通
信技術）も必要不可欠であると捉えており、学生たちはインターネットを通じて様々な情報を世界中か

ら収集し、それらをスライドやポスター、動画といっ
たメディアで第三者に向けて英語で説明し、説得す
る能力を養います。PEPに携わる教員はそれぞれ
の専門分野に軸足を起きつつ、学生たちに知的に
挑戦的な環境を整備し、その成果を広く世に続ける
ことを共通のミッションとしています。

ͰのະཤमՊのαϙʔτߍߴ˙
生命科学を理解するには、様々な分野の知識が必要です。生物の知識はもちろんですが、それらは化学や
物理の基本的な“ことば”で記されています。例えば皆さんが食べた食物がどの様に消化されるかを理解
しようとすれば化学反応の知識が必要となりますし、それらから得られるエネルギーを理解しようとすれ
ば物理の知識が必要となります。しかしながら高校ではそれらは選択科目となっており、皆さんの中には
未履修で大学入学後に不安を抱えていらっしゃる場合も多いと思います。生命科学部にはそれらを解消
するために、化学生物駆け込み寺と呼ばれる組織があり、大学院生を中心とする講師がサポートしていま
す。また本年度より、生命を理解する上で重要性を増している生命情報（プログラミングなど）や、ヒトを
対象とした薬学分野（解剖学、生理学、薬理学など）にも対応しています。積極的にご利用ください。

࣮शͰのٙのαϙʔτٛߨ˙
大学での講義や実習は高校までと違い、専門性の高い内容となります。時には内容の理解が難しい、と感じられる場合もあるかもしれません。その様な場合で
も化学生物駆け込み寺がサポートします。毎日、授業日の放課後に開催しておりますので、その日の講義で発生した疑問点を翌日に持ち込む事なく解決が可能
です。

理工系基礎教育 担当教員

ੈքத͔ΒใΛूΊɺٞ ͠ɺͦ のՌΛӳޠͰൃ৴͢ΔྗのૅجΛཆɺ
ʮϓϩδΣΫτൃ৴ܕӳޠϓϩάϥϜʯの࣮ફͱల։

中谷 仁

Խ学ɾ生ࠐ͚ۦΈࣉʹ
͍ͭͯのৄࡉͪ͜Β

担当教員

山中 司 木村 修平 山下 美朋

1&1˞Ϧαʔνάϧʔϓ
※プロジェクト発信型英語プログラム

େ学Ͱのษ学্のlΘ͔Βͳ͍zΛղܾ 

Խ学ɾ生ࠐ͚ۦΈࣉ

本プログラムは、海外体験が初めての方を主な対象とした1カ月の短期集中型プログラム
です。カリフォルニア大学デービス校での研修とホームステイ経験を通し、語学力の向
上はもちろん、自律性、積極性、柔軟性が身につきます。授業は、グループワークやプレ
ゼンテーションを中心とし、発音やプレゼンテーションのスキルを向上させます。大学内
の実験施設や地域の関連企業を訪問し、最新の研究・ビジネスに触れることもできます。
授業外では、現地学生との交流イベントや、シリコンバレーで活躍する日本人起業家、大
学院生による講演会兼懇親会も実施しており、大変人気のあるプログラムです。

ʦڀݚςʔϚʧ  ࣗดͳͲのൃୡোの生学తපҼの୳ٻ

自閉症は広汎性発達障害の一つで社会性の低下、コミュニケーションの問題、情動行動などで定義される先天性疾患です。一度、診
断が付くと生涯、治癒される事はありません。近年、自閉症は患者数の増加とともに深刻な社会問題となっておりますが病因は全く
不明です。数少ない明らかな事実として自閉症は遺伝学的背景が強い、という事です。中でも染色体15番の15q11-13の約6Mbの
領域の重複は最も高頻度に報告されています。私たちはその遺伝学的事実に着目し、マウス染色体上で15q11-13に対応する7c領
域に遺伝子工学的に染色体重複を持った自閉症モデルマウスを作成しました。現在、自閉症の病因を明らかにする為に、その生物
学的特徴を行動学、形態学、生理学的解析手法を用いて浮き彫りにしようと挑戦しています。

ւ֎ཹ学 ΧϦϑΥϧχΞେ学σʔϏεߍ
ʮαΠΤϯε � ςΫϊϩδʔϓϩάϥϜʯ

1&1Ϧαʔνάϧʔϓの
औΓΈʹ͍ͭͯのৄࡉ
ͪ͜Β

コミュニケーションを重視し、機能的な英語運用能力を育成する「プロジェクト発信型英語プログラム」を独自に開発、運用しています。2つのモ
ジュールの1つ「Project」では、関心事に基づくプロジェクトを通じてリサーチ、プレゼンテーション、ディスカッション、アカデミック・ライティングな
どの技能を習得し、成果を世界に発信。もう1つの「Skill Workshop」では「聞く、話す、読む、書く」の英語4技能を徹底的に鍛えます。グローバル
社会、そして世界中の研究者がコラボレーションするライフサイエンス分野において、英語でコミュニケーションができ、プロジェクトを遂行する能力
は必要不可欠です。1年次から3年次まで必修カリキュラムとして位置付けており、全員が確かな英語発信能力を身につけられるようになります。

ӳڭޠҭΛͬͱࣗ༝ʹ ʙ࠷৽ςΫϊϩδʔ׆༻Ͱ৽͍͠ൃ৴のΛʙ

英語駆け込み寺としてのSAPP(Support 
for Academic Projects and Papers)、
生命科学系の英文アブストラクト作成の
支援ツール「あぶすと！」、自分のペースで
英語の基礎力を徹底的に鍛錬する「PEP 
Bootcamp」などの支援を行なっており、
誰もが気軽に利用することができます。

ʛ ʛतۀ֎Ͱの
༷ʑͳαϙʔτ

͋Γ·͢ʂ

プロジェクト発信型英語プログラムでは、学生が自ら探究心を持って自律的に学ぶことをめざ
し、新しい英語教育の形を追求しています。さらなる発展のため、2022年5月に実施された学
内の「教育開発DXピッチ」に教員がチームを組んで挑戦。英語学習のさまざまな障壁を取り除
き、英語教育を成果発信型にアップデートする必要性を力強く訴えました。AIやVRなどの先端
技術を活かした次世代型の英語学習プラットフォームを構築する計画を打ち出し、見事優秀賞
を受賞。早速2022年7月にはXR空間プラットフォーム「DOOR」を使い、メタバース上で英語
のポスターセッションを行いました。学生たちは新たな技術にも高い適応力を見せてくれてい
ます。また、正課の英語授業にAI自動翻訳サービス「Mirai 
Translator®」を導入する試みでは、学生たちが英語のスキ
ル不足に悩むことなく、授業本来の目的であるプレゼンテー
ション能力やアウトプット精度の向上に取り組めるよう、今の
時代に即したサポートを行っています。今後は既に試行導入
した生成AIを本格的に取り入れた、次世代の英語教育の最
先端モデルの構築に取り組みます。

生 ໋ Պ 学 ෦ の
άϩʔόϧڭҭ
ʹ͍ͭͯのৄࡉ
ͪ͜Β

ϓϩδΣΫτൃ৴ܕӳޠϓϩάϥϜ

ʦ生໋Պ学෦のάϩʔόϧڭҭʧ
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| ઃհࢪ Facility |

ઃɾࢪҭڭ࣮ͨ͠ॆ
学शࢧԉڥ

生命科学部には、在学生の学びを支える教育
施設・学習環境が整っています。
2021年には個人学習スペースを新設し、オン
ライン授業にも対応した学習スペースとして、
多くの学生が利用をしています。
また、化学や生物に関する疑問や授業内容に
ついて若手講師に相談できる『化学・生物駆
け込み寺』を毎日開催しており、在学生の学び
をサポートしています。

1 3 6    学生࣮शࣨ
生命科学部では、講義科目と連動した「実験」・
「実習」カリキュラムが充実しています。
実験、実習が行われる実習室には、最新の設備や
専門的な機器が揃っています。

5   ө૾ελδΦ
生命科学部では、学部施設として映像スタジオ
を整備しています。オンライン授業の収録使用
の他にも、授業の取組みで在学生も利用するこ
とがあります。

2 4 7   -FBSOJOH $PNNPOTɺ
ਓ学शεϖʔεݸ

生命科学部では2021年にLearning Commons
に個人学習スペースを新設しました。コンセント
や無線LANを完備していますので、オンライン
授業にも対応できます。

2

4

6

5

3

7

1
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在学生の声 | Voice |

�ճ生
［秋セメスター］

�ճ生
［春セメスター］

�ճ生
［卒業研究］

Timetable Ԡ༻Խ学Պの �ؒのؒ࣌ ʢׂྫʣ

mon tue wed thu fri

1限 物理化学Ⅱ 応用化学
基礎演習2 数学2 数学4

2限 英語S2 化学系物理学2 物理学2

3限

分析化学実験

無機化学Ⅱ 有機化学Ⅱ

4限 英語P2 生化学1 分析化学Ⅱ

5限 数学演習2

mon tue wed thu fri

1限 有機化学Ⅲ 英語P3（春）
ӳޠ 1� ʢ˞ळʣ 英語S3 物理化学Ⅲ 生化学2

2限 分子生物学 無機化学Ⅲ

3限 ༗ػࢠ
ղੳ๏

バイオインフォマ
ティクス

有機化学実験4限 世界と日本の
食文化 基礎環境学

5限 分析化学Ⅲ

mon tue wed thu fri

1限 英語JP1 タンパク質工学

2限 企業と社会 反応工学 生物有機化学

3限 生物化学
実験

分子生物学
実験

有機・高分子
材料化学実験

無機材料化学
実験

情報技術と社会

4限 有機工業化学 生体分子機能・
構造化学

5限

˒

˒

�ճ生
［秋セメスター］

�ճ生
［秋セメスター］

�ճ生
［春セメスター］

�ճ生
［卒業研究］

Timetable 生学Պの �ؒのؒ࣌ ʢׂྫʣ

mon tue wed thu fri

1限 生物工学
基礎演習2

2限 英語S2 人体の構造と
機能1 数学D 英語P2

3限 無機化学Ⅱ

分析化学実験

情報処理 有機化学Ⅱ

4限 生化学1 分析化学Ⅱ

5限 地球科学 微生物学

mon tue wed thu fri

1限 英語S4 生命有機化学

2限 英語Ｐ4 放射線生物学 分子細胞
生物学1

3限 遺伝子工学 基礎物理化学
実験

分子生物学
実験

微生物学
実験

؍ڸඍݦ
ݧ࣮ૅج

機器分析化学

4限 日本国憲法

5限 科学・技術と
社会

mon tue wed thu fri

1限 分子細胞
生物学2 英語JP1 λϯύΫ࣭学

2限 酵素工学

3限 生物統計学

生化学実験

情報科学 生物環境化学

4限 生体分子機能・
構造化学

5限 世界と日本の
食文化

˒

˒

Ϩϕϧ͔Βࢠɺࢠݪ
ࣾձʹΞϓϩʔν͠
ղܾʹݙߩͰ͖Δऀڀݚʹɻ

高校生の頃から化学が好きで、新物質を創り出
すことに興味を持っていました。SDGsでも注
目されているように、環境にやさしい物質を創
製したり、なるべく廃液が出ないような反応経
路を考えたり、安全性の高い新物質のデザイン
や合成などを通して社会に貢献したいと考え、
生命科学部応用化学科を志望しました。4年間
の学生生活で興味深かったことは学生実験で
す。事前に行った予習の通りに実験を進め、結
果や考察をレポートにまとめます。特に自分で
合成したポリマーの吸水性を評価する実験で
は、社会貢献につながる性質を目の前で確認で
き、感動したことを覚えています。期待どおりの
結果にならないこともありましたが、図書館で
文献を読みながら原因を追究することで様々
な知見を得ることができました。一方、余暇を
活かした商業施設でのアルバイトもよい経験に
なっています。約2年間、レジ業務を通じてお
金の取り扱いや接客を経験したことにより、コ
ミュニケーションや社会の一員としての責任感
を学ぶことができました。将来は研究室で得
た知識や経験を生かして化学系メーカーの研
究職に就きたいと考えています。

Խ学のݪཧͱϓϩηεΛͱʹ
生໋ݱΛ͠ڀݚɺਫۭؾͳͲ
ɻʹࣄのʮͨΓલʯΛकΔͪͨࢲ

大学でも生物を学びたいと考え、研究設備が
整っている立命館大学の生命科学部を志望し
ました。生物工学科を選んだのは、生物学と密
接な関係にある化学をバランスよく学べると考
えたからです。授業では実験の考察に楽しさを
感じました。自分が理解できていないことに気
づけたり、他の学生の考えにふれることで視野
が広がったり。自分の考えを裏付ける資料を見
つけたときの喜びもひとしおです。研究を進め
る重要なスキルとして、研究室への配属後も大
きく役に立っていると実感しています。大学で
は、たくさんの授業や課外活動が展開されてい
きます。一方、学生生活を充実させるにはアル
バイトや遊びも欠かせません。責任を伴う自由
のもとで両立を目指すには、まず自分の行動力
や生活管理能力などを見極め、力量に応じたス
ケジュールを立てることが必要です。おかげで
半年後の状況にまで考えが及ぶようになりまし
た。スケジュール管理能力をはじめ、先を見通
す力が身についたと思います。卒業後の進路
はまだ特定できていませんが、水や空気など、生
命活動の基盤を支える仕事を通して、私たちの
「当たり前」を守りたいと考えています。

点描にこだわり、課題の
提出期限ぎりぎりまで
粘ったことがよい思い出
です。

؍ڸඍݦ
ݧ࣮ૅج

データベースの使い方
を興味深く学ぶことが
できました。研究室配
属後も必須となるテク
ニックです。

λϯύΫ࣭学

触媒や光学材料、生物医学分野での応用が期待されるメゾオキソポルフィリンAuIIIにつ
いての研究です。異種の原子を結合させる錯体の合成などを行い、機能発現を試みてい
ます。新しい機能性色素分子や導電材料として活かされると考えています。

Se（セレン）は必須微量元素で、正常な身体機能を維持するために欠かせない栄養素の1
つです。Seの検出を通して疾患の診断や進行のモニタリング、治療効果の評価を実現する
酵素診断薬の開発につなげることがTmsA研究のねらいの1つです。

***ςʔϚɿ ϝκΦΩιϙϧϑΟϦϯ"Vڀݚɾੑ࣭のղ໌ߏςʔϚɿ 5.4F�5)'ϝνϧτϥϯεϑΣϥʔθʢ5NT"ʣのڀݚ ମの߹ͱΠΦϯϖΞू߹Խࡨ

長野県
野沢北高等学校

出身

応用化学科
〈超分子創製化学研究室〉

Voice_01

奈良県
西大和学園高等学校

出身

生物工学科
〈応用分子微生物学研究室〉

Voice_02

�ճ生
［春セメスター］

未知の有機化合物の構造
決定を行う手法として、4つ
の分光法を学習しました。

༗ػࢠղੳ๏

「服の廃棄量を減らすた
めには」というテーマで、
様々なデータをもとに解
決策を提案しました。

ӳ1ޠ� ʢ˞ळʣ

※「英語P4」は秋セメスターの科目です
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在学生の声 | Voice |

�ճ生
［秋セメスター］

�ճ生
［春セメスター］

�ճ生
［春セメスター］

�ճ生
［卒業研究］

Timetable 生໋ใ学Պの �ؒのؒ࣌ ʢׂྫʣ

mon tue wed thu fri

1限 英語S2 微生物学 生命情報学
基礎演習2

2限 人体の構造と
機能1

プログラム
言語1

3限 基礎生命
物理学 生物学

基礎実験

統計シミュレー
ション実験

英語P2 プログラム
言語2

4限 情報処理 確率・統計

5限 生化学1 地球科学

mon tue wed thu fri

1限 生化学2 生命物理
化学Ⅰ 英語S3 メンタルヘルス

2限 バイオインフォマ
ティクス 分子生物学 英語P3

3限 ジェンダーと
ダイバーシティ 基礎生化学

実験

数値シミュレー
ション実験

人体の構造と
機能2

4限 プログラム
言語3 基礎環境学

5限 プログラム
言語4

mon tue wed thu fri

1限 分子細胞
生物学2 ӳޠ +1� ϓϩςΦϛΫε タンパク質工学

2限 ゲノム科学 システム
バイオロジー

3限 生物統計学 分析・
無機化学Ⅰ 分子シミュレー

ション実験

細胞・システム
シミュレーション

実験

4限 機能ゲノミクス 数理生物学

5限

˒ ˒

�ճ生
［秋セメスター］

�ճ生
［春セメスター］

�ճ生
［春セメスター］

�ճ生
［卒業研究］

Timetable 生໋ҩՊ学Պの �ؒのؒ࣌ ʢׂྫʣ

mon tue wed thu fri

1限 英語S2 社会と福祉 生命医科学
基礎演習2

2限 人体の構造と
機能1 物理学2

3限 数学B 文化人類学入門 基礎分析化学
実験

応用分析化学
実験

英語P2

4限 情報処理 人間性と倫理 分析化学Ⅱ

5限 生化学1

mon tue wed thu fri

1限 生化学2 生命物理化学Ⅰ 英語S3 現代人と
ヘルスケア 英語P3

2限 分子生物学 分析化学Ⅲ

3限
基礎生化学

実験

組織学実験

人体の構造と
機能2

4限 地球環境学 基礎環境学

5限 教養ゼミナール 学びとキャリア

mon tue wed thu fri

1限 分子細胞
生物学2 プロテオミクス タンパク質工学

2限 人体の機能と
病態1

人体の機能と
病態5 英語JP1 人体の機能と

病態3

3限 ๔ɾࡉװ
生ҩ学࠶ 薬理学

生理学実験

ༀཧ学࣮ݧ
4限 医療システム論

5限

˒

˒
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無限とも思える生命現象を網羅的に調べ、法
則を見出して数式化する。生物学への興味は
メンデルの法則から始まりました。生命情報
学科を選んだのは、生物とともに、生命現象を
膨大なデータから解析する技術を学ぶことが
できるからです。さらに、英語に力を入れてい
るところに惹かれて立命館大学を選びました。
アカデミックライティングだけではなく、ディス
カッションやプレゼンテーションを学ぶこと
で、英語で伝えるスキルが身につきます。専門
性を高めながら、活躍の舞台を世界に拡げる
ことができると感じました。3年にわたる実験
レポートの作成は「考える力」の向上にもつな
がっています。また、専門分野について深く掘
り下げられることはもちろん、様々な教養科目
を学んだことで、より多角的に物事を捉えられ
るようになりました。理系ではなかなか学べな
い日本国憲法や倫理の講義もその1つ。ニュー
スをよく見るようになり、考えることがさらに楽
しくなりました。今後は、研究テーマをさらに
深めながら英語でのコミュニケーション能力を
伸ばし、国際学会での発表にチャレンジしたい
と考えています。
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医療分野への関心から、生命科学部 生命医科
学科を志望しました。基礎研究の成果が人々
の健康につながることや、生物工学系をはじめ
幅広く生命科学について学べる点も魅力的でし
た。4年間の学部生活では、生命現象を理解し、
なぜ病気になってしまうのかという疑問を追究
しました。必要となる基礎医学の分野や生命
科学研究の手法は、習得すべき知識量も膨大で
す。教科書などを熟読し、多くの文献に当たっ
たことで、進んで知識を得ようとする努力が身
につきました。複雑な形態形成を行う心臓の
発生に関わる現在の研究を進める上でも大い
に役立っています。特にマウスを扱った実験手
技は難しいことも多く、どうすれば熟練し正確
にこなせるようになるのか、コツを習得すること
が課題です。自ら履修計画を立てることや、正
課に熱心に取り組んで単位を修得することなど
を通して、自律した生活も身につきました。今
後は研究テーマをさらに深め、自身の成長を促
すためにも大学院に進学したいと考えていま
す。医療機器メーカーなどに勤め、人々の健康
に貢献し、医療を支える研究開発職として活躍
することが将来の目標です。

先天性心疾患にみられる心臓形態異常の原因解明につながると期待されている研究で
す。CUT&RUNという実験手法により、特定したエンハンサー領域をゲノム上にマッピング
します。心臓発生における心内領域特異性を決める分子メカニズムの解明に貢献します。
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京都府立
洛西高等学校

出身

生命情報学科
〈植物分子生理学研究室〉

Voice_03

広島県立
賀茂高等学校

出身

生命医科学科
〈幹細胞・再生医学研究室〉

Voice_04

世界の耕作地の約半分は亜鉛欠乏状態にあり、当該地域では多くの人が亜鉛欠乏症を発
症しています。AG37遺伝子の機能解明を通して、亜鉛欠乏症の原因解明や亜鉛欠乏土壌
における作物収穫量の増加といった課題の解決に貢献したいと考えています。
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生命現象を網羅的な解析によっ
て知るための手立てを学びます。
解析の方法や組み合わせを試
行錯誤し、さまざまな考え方も
身につけることができました。

ϓϩςΦϛΫε

中枢神経系に作用する薬物の
効果をマウスの状態で観察し
たことが印象的でした。

ༀཧ学࣮ݧ

グループで計画を立て、ポスター
にまとめる作業を経て「伝える」
ことの難しさを学びました。

ӳ1+ޠ�

再生医療に応用されるiPS細
胞などの幹細胞に関する知見
について学びました。課題が
残されており、基礎研究の重要
性を理解できました。
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